
 

訪問看護ステーションあさがお　令和２年春月号

　あさがお　NEWS!!
こんにちは！

植物たちがむくむくと成長していく気配を感じる春・・・毎年、植物たちが春へ向かう姿を見ると、生命力

の強さに感動を覚えます！寒い冬の間に根を地中に伸ばし、花を咲かせる土台をつくる。素敵な時間ですね♬

新型コロナウィルスの対応で、例年とは違う春。学校が休校になったり、様々なイベントの自粛や無観客で

の実施と、日本中が息をひそめているような状態が続いています。

普段当たり前に受けとめている楽しい時間・・・

友人と笑いあったり、思いきり身体を動かしたりと『当たり前の時間』

のありがたさを改めて感じました。

今回の経験は、春に芽を出す植物のように、人生の根をしっかりはり、

私たちの大きな力となるでしょう。時間を取り戻すことは出来ませんが、

失った時間を思い、新たな活力に変えて、たくさん笑い平常心で免疫力up‼

《音読み》シュ

《訓読み》て、た

《部首》 手（なべぶた）

肉体の一部である“て”を表しています。
手で行う「手話」、やり方の「手段」、手にもって使う「手鏡」、

方向の「山の手」、性質を表す「厚手」など使い方は色々あります。

「手書き」には機械ではなく人が行うという意味があり、人の温か

みを感じます。

看護の看という文字も、「手と目」でできており、護という文字

には身（人）を守るという意味があります。看護とは、「手と目で

人を見護ること」を表した言葉。ここにも手が使われてますね。昔

と比べると、私たちの間には、自分の手を使って仕事をする人が少

なくなりました。そうした傾向の中で、看護師は、手と目と心とが

一体となって仕事をします。手がいかに大切な働きをするか・・・

私たち看護師は正しい判断が求められ、これまで培ってきた看護技

術と看護観を活かし、その手に込められた思いやりやいたわりを伝

えています。私たちが訪問します‼



Ｑ：担当医から「根治が難しい」と言われ、在宅で療養生活を送りたい。準備が必要なこと教えて！

A： 在宅での療養にはマニュアルもなければ、決まった型もありません。

患者さんご本人とご家族ごと、それぞれに在宅療養の型があります。決まった型がないからこそ、

不安になりますよね。

病気が治らないことを受け入れるのはつらいことですが、限られた時間を家でゆっくり過ご

したい！というご本人の希望と、今まで入院していた家族を家でケアする不安を一つ一つ整理

しながら、ご本人の意思と想いに寄り添い、医師・訪問看護師・調剤薬局・ケアマネージャーなど

多職種が在宅支援チームとして連携し、在宅での療養の基本的な方針や方法を決定していきます。

主人公はご本人とご家族で、私たち訪問看護師は裏方として主役を支えながら人生の物語の

最終章に寄り添います。

ご本人が何を一番望み伝えたいかを知るため耳を傾け、悪いことを見つけ変えようとするの

ではなく、ご本人の考え、幸せの感覚、関心を向けていることを常に知り、訪問を継続し共に時間を

過ごしていきます。

その人の生きる目標を私たち看護師も一緒に考え、

その人らしく生きる人生に繋げます。

一人ひとりの利用者様を大切に

心に寄り添う看護をおとどけします

訪問看護ステーション あさがお
管理者 吉﨑 由希子

〒312-0015 ひたちなか市中根3337-103

TEL：029-229-0014 FAX：029-229-0081

これからも、皆様のお力に添えるようスタッフ

一同 努力し、たくさんの笑顔と出会い、地域

の皆様がご自宅で安心して暮らせるよう全力

でサポートします。

《 訪問看護師 》

吉﨑由希子・田村咲子・末次佐紀子

遠藤正恵・武藤文子・矢次文子・三浦百合子

訪問看護師

三浦 百合子（みうら ゆりこ）

あさがおスタッフ紹介コーナー

ご自宅での生活が２４時間ご家族と共に、

より安心して送れるよう、ご家族に近い存在でありたいと考えます。

訪問の空き状況

月～金曜日：若干の空きがあります

土・日曜日 :応相談
* お時間の調整等、できる限りご対応させて

頂きます。まずは、お問い合わせ下さい。

* 土日は１名体制でご対応させて頂いて

おります。

24時間・365日緊急時の訪問、

ご対応させて頂きます！

皆様こんにちは

1月8日からあさがおの一員になった 三浦百合子 です。

よろしくお願い致します。

皆様に寄り添い、日々快適で充実された生活がおくれるよう、

お手伝いできれば嬉しいです。

また、皆様の経験を聴かせていただき学ばせてください。

微力ではありますが、頑張りますので、よろしくお願い致します。 ちぃちゃんデス！




